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ごご ああ いい ささ つつ

長崎県看護連盟 会長 金 澤 きみ代

新年明けましておめでとうございます。皆様には、輝かしい新春をお迎えのことと、心
よりお喜び申し上げます。
また、旧年中は、看護連盟活動に多大なるご尽力をいただきましたことに、心から感謝

を申し上げます。
１１月２１日に衆議院が解散しました。慌しい１２日間の選挙戦でしたが、お陰様で県内４人
の自民党の先生方は小選挙区で当選されました。会員皆様の１票１票の賜物だと感謝申し
上げます。４人の先生方からも「看護連盟会員のお陰で当選することができました。」と
御礼の電話がありました。また看護職の岡山３区から出馬された阿部先生は比例で当選さ
れました。看護職のために、国民のために頑張ってくださることでしょう。それぞれの先
生方の今後のご活躍を祈念申しあげます。
１０月にはがんばらんば国体、がんばらんば大会がありました。県下あちこちの会場で看
護職の皆様の活躍が光っていたことをお聞きしました。お疲れ様でした。また、国体の前
日の天皇・皇后両陛下提灯奉迎に関しては、皆様の温かい看護の心をいただきました。重
ねて感謝申し上げます。天皇・皇后両陛下のお姿はシルエットでしか拝見できませんでし
たが、両陛下との提灯と提灯でのコミュニケ－ションに胸が熱くなりました。がんばらん
ば国体では開会式、閉会式の両方に出席しましたが、幼稚園の小さな子供たちから、ご年
配の方々まで県民こぞっての「おもてなし」は来県者の方々にも伝わったことだと思いま
す。私でも心が温まり、その感動で涙が止まりませんでした。県民の１人として誇らしかっ
たです。この「おもてなし」の心を県民性としていつまでも継続できればもっと住みよい
長崎県になるのではないでしょうか？
さて、今年は、次期参議院選挙に向けて厳しい準備期間です。会員１人１人が行動につ

なげられるように、それぞれの役割を認識し周囲の人々に広めていく１年であります。
看護職の現場の課題は山積みです。２０２５年問題を控え、国民が、安全で安心な医療を「必

要な時に」「必要な場所で」受けることができるようにするということは、すべての医療
従事者共通の目標です。待ったなしの対応が求められております。
次期参議院選挙では必ず目標を達成できるように連盟役員一丸となって頑張ります、皆

様のご協力・ご支援をよろしくお願いします。
昨年は第二次安倍改造内閣において、看護職の組織代表であ

る阿部俊子衆議院議員が農林水産副大臣、髙階恵美子参議院議
員が厚生労働大臣政務官にご就任されました。ホットなニュ－
スでした。おめでとうございます。お二人の日頃の活動が今回
のご就任につながったんだと思います。今後も
看護職の組織代表として看護関係の政策実現に
向けて頑張ってほしいと思います。
会員の皆様には連盟活動に更なるお力添えを

お願いして、新年のあいさつといたします。
本年もどうぞよろしくお願いいたします。

我が家に咲いた
月下美人です
今年はよく咲き
ました
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年年頭頭ののごごああいいささつつ

長崎県看護協会 長崎県看護連盟 名誉会長 山 口 ミユキ

謹んで 初春のおよろこびを申しあげます
皆さまには、各々に穏やかな新年をお迎えになられたことと、喜び申しあげます。
昨年は一方ならぬご協力、かつ、お世話さまに相成りなりました。今年も何卒よろしく

お願い申しあげます。
・振り返り さて、平成２６年の歩みをふりかえるとき、これまでの活動は「備えあれば憂

いなし」を礎に各々の立場で、個々の役割を果すための活動であったと存じま
す。なお、日々の活動は「ベッドサイドから政治を変える」このスローガンの
もとで、

・２６年の活動 看護職者の政治力を強化し、激動社会に即した看護がすべての人々に提供
できる為の活動であったことを、同志と共に評価する次第であります。この中
で、長崎県の大事業として、

・長崎がんばらんば国体、がんばらんば大会 ４５年ぶりに開催された「長崎がんばらんば
国体、がんばらんば大会」の開催に際しましては、天皇陛下・皇后陛下、両陛
下のご臨席に対して提灯奉迎の委員会のメンバーに抜擢され、両陛下に「看護
の心」をお届けしたいことから、協賛金をお願いしましたところ、ご出費ご多
端の折にもかかわらず多額の真心をいただき、諫早の本明川の一円に、約６，０００
名の県民が集い、諫早観光ホテルのご宿所に・・・・「天皇陛下」ありがとう
ございます。「皇后陛下」ありがとうございます。「天皇陛下・皇后陛下」「両
陛下」ありがとうございます。の言葉を看護界が代表して（９０秒で３回、繰り
返し）お届けすることができましたことは、広く社会から、委員会から高く評
価されているあかしとして看護の組織力に誇りを抱くものであります。重ねて、
皆さま「看護の真心」が提灯の灯に託して、両陛下に届きました。ご協力に対
し、深甚なる感謝の心を申しあげます。

・これからの看護職者として さて、激動社会とは申せ、突然の衆院選、日本国民として、
看護職者の組織人としての役割を充分発揮出来ました事を感謝します。これか
らは、支持し、精一杯応援した（１区冨岡勉先生、２区加藤寛治先生、３区谷
川弥一先生、４区北村誠吾先生）各々の先生と連携の強化を計り、諸問題解決
に取り組んでいただくものと信じます。
さあ・・・いよいよ第３次安倍内閣の発足に対して超高齢・少子社会のいま、
「おだやかな最期を支える看取りの文化」にふさわしい看護の提供ができる為
に、組織力を発揮し、看護の専門職者として、看護に誇りを持つことができる
努力こそ大切だと思います。そして、国際社会の中で日本国民として何を学ぶ
べきか、祖国日本、自国は自国で守ることの重要さを認識して時局にふさわし
い学びが大切であることを痛感し、人命の尊さ、命をよりよくお守りする看護
職者にふさわしい自分でありたいと思う次第であります。平成２７年に、より豊
かな看取りができることを切望すると共に、ご健康で益々の活躍とご発展を心
からご祈念申しあげ、年頭のごあいさつを申しあげます。

天皇陛下 おめでとうございます。
― 天皇陛下８１歳ご誕生日を祝う日に ―
（一般参賀２万８９３３人、読売新聞）

平成２６年１２月２４日 記
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日本看護連盟 会長 草 間 朋 子

新春のお慶び申し上げます。
うれしいニュースに後押しされ、晴れ晴れとした気分で輝かしい新

春を迎えることができました。
国会議員が衆参合わせて４人になりました。看護師の業務拡大を実

現した新保助看法が１０月から施行されることになりました。
昨年１２月に行われました衆議院選では、４期目の議員としてあべ俊子先生を国会に送り

出すことができました。さらに、看護職の木村弥生議員を誕生させることができました。
日本看護連盟が、衆議院、参議院（たかがい恵美子先生、石田昌宏先生）ともに、それぞ
れ二人の先生方を国会議員として送り出すことができる組織であることを心から嬉しく
思っております。
年頭にあたり、現場の意見をしっかり吸い上げ、医療保健介護を取り巻く環境を、看護

の視点から、国民目線に立って積極的に改善することができるさらに力強い組織に成長さ
せることを約束させていただくと同時に、会員のみなさまのご支援・ご協力をお願いいた
します。
看護連盟の実行力、結束力は素晴らしいです。「羊」年です。「品性・品格」をもった「自

律」した「謙虚」な組織であり続けましょう。

衆議院議員 あ べ 俊 子

長崎県看護連盟の皆様、新年あけましておめでとうございます。
昨年は、第二次安倍内閣改造にて農林水産副大臣を拝命。
その後１２月には衆議院解散総選挙となりましたが、長崎県看護連盟

の皆様をはじめ全国の看護連盟の皆様の温かく力強いご支援のおかげ
様で４期目国政の場へ戻ることができました。
改めて皆様のお力添えの大きさをかみしめますとともに、この場を

お借りいたしまして真心より感謝申し上げます。
この責任の重さを胸に、初心を忘れることなく看護職出身の国会議員として看護職の皆

様の為、また弱者の方の為に精一杯努めさせて頂く所存でございます。
財政再建と景気回復が同時に必要とされる中、社会保障改革も進められていきます。

看護職における活躍の場の拡大の好機でもあります。
さらには働く女性の１７人に１人が看護職です。個性と能力を発揮し女性が輝く社会には

看護が輝く働き方が必須です。
看護職の皆様が、現場が良い方向へ変わった！看護職になって良かった！と実感して頂

けるよう皆様のお声をお聞かせ頂きながら引き続き精一杯努力してまいります。
今年一年が皆様にとって輝かしい年でありますようご祈念申し上げます。

新新年年ののごごああいいささつつ
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参議院議員 たかがい恵美子
みなさまお健やかに新年をお迎えのことと存じます。
平素より看護政策の推進にご尽力賜り誠にありがとうございます。
昨年は、豪雪災害被災者の救済措置として歴史上初めて看護師国家

試験が追加実施され、雇用保険法や医療介護法など看護界に関連する
複数の法律が成立した大変印象深い一年でした。
２年ぶりとなった師走の総選挙では、看護界から２人の衆議院議員

が誕生し、看護系国会議員数は過去最多となりました。自民党看護問題対策議員連盟会員
数は３５０名を超え、いまや最大規模の勢力を誇っています。これもひとえに、日本看護連
盟の会員ひとり一人のたゆまぬ努力と組織の結束力の賜と大変心強く感じております。
確たる信念のもとに集い鍛えてきた私たち看護連盟の政治基盤は、政権与党を支持する

多くの方々の信頼を得て、さらに盤石な体制へと進化しています。こうした後ろ盾のもと、
私たかがい恵美子も、昨年９月に厚生労働大臣政務官を拝命し、現在は年金、労働、雇用、
子ども子育て分野を担当させていただいております。また、政府の政務官会合においては
「高齢者の活躍と支援に関する政策」検討チームの世話役に指名されました。新たな政策
づくりにチャレンジする機会を与えていただいたことに感謝しつつ、これからも最大限の
努力を続けてまいります。みなさまのご健康とご多幸を心から祈念し、年頭のご挨拶とい
たします。今年もよろしくお願いいたします。

参議院議員 石 田 昌 宏
長崎県看護連盟の皆様、新年あけましておめでとうございます。今

年が皆様にとりすばらしき一年になりますよう、心からお祈り申し上
げます。
昨年末に経済再生と財政再建を実現してゆくため、国民に信を問う

選挙が行われ、新たな政権が発足しました。元気な日本、未来に希望
を持てる日本にするため、国民の皆様とともに力を合わせてこの一年

も活動してゆきたいと思います。
また、今年は引き続き、医療サービス提供体制、医療保険制度、介護保険制度など、社

会保障制度改革の基礎となる具体的な施策が進んでいきます。１０月には特定行為に係る看
護師の研修制度や離職看護職免許の届出制度などがスタートし、看護職の役割が拡大する
とともに、看護職員確保対策の充実が図られます。
医療のあり方が大きく変化する中、専門職として質の高いケアを提供するため、看護職

ひとりひとりが政策に積極的に参画し、力を発揮してまいりましょう！
国民の皆様が健やかで安心した暮らしができるよう、そして私たち看護職がやりがいを

感じ、誇りを持って働く環境作りのため、地に足を付け活動を続けて参ります。引き続き、
暖かいご支援ご指導賜りますようよろしくお願い申し上げます。
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日 時 平成26年11月27日㈭ 13：30～15：30
場 所 長崎県看護協会（長崎会館）5階研修室
参加者 県下施設リーダー 165名 役員10名

テーマ

プ ロ グ ラ ム

平成26年度 第1回 施設リーダー研修会

「各施設における
リーダーの役割を自覚する。」

各担当の役割を認識し、連盟活動の
活性化と自立した組織を図る。

・必ず選挙に行くよう周りに働きかける。
・後輩のためにも連盟の活動で職場環境を良くしていきたい。
・当選後の議員の活動を紹介する。
・自分自身がもっと政治に興味を持ち知識を深め、みんなに広げ
ていきたい。

上記のようにリーダーとしての自覚と自分達の代表を国政に送る
必要性、選挙に行くことの大切さが数多く感想としてありました。

13：20 オリエンテーション
13：30 開会 挨拶 長崎県看護連盟会長 金澤 きみ代
13：40 講演

「政治と看護」
長崎県看護連盟県南地区第7支部支部長 植松 末広

14：10 講演
「施設リーダーに対してのお願い」

長崎県看護連盟青年部部長 小川 正臣
14：20 グループワーク

テーマ「自施設でリーダーとしてどの様に活躍することが出来るのか」
〈グループワークの内容〉
・自分自身がリーダーの自覚をもち連盟の知識を深める。
・今日の学びを職場へ伝える。
・院内で学習会やDVD等を活用して、連盟の情報提供の場を作る。
・選挙の大切さや期日前投票を働きかける。
・連盟の入会を促す。

15：00 発表
15：20 まとめ 長崎県看護連盟名誉会長 山口 ミユキ
15：30 閉会

ねらい

植松 末広 支部長

小川 正臣 青年部部長

今回、各自で取り組みたいこ
とを一言書いてもらいました。
その一部を紹介します。
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日 時 平成26年12月2日㈫ 13：30～16：00
場 所 ながさき看護センター 4階大会議室
参加者 70名 役員12名

プ ロ グ ラ ム

日時 平成26年12月11日㈭ 14：00～16：00 場所 長崎県看護協会（長崎会館）5階研修室 参加者 111名
ねらい 看護職者が目指す安全・安心な職場、働きやすい現場環境を整えるために何ができるかを考え、

看護連盟会員として行動することができる。
テーマ 看護の諸問題解決に向けて、看護連盟会員が連携し行動するために

プ ロ グ ラ ム

平成26年度 長崎県看護連盟 新入会者研修

「平成25年度看護連盟新入会者」フォローアップ研修会

13：25 オリエンテーション
13：30 開 会 長崎県看護連盟会長挨拶 吉村 津彌子（代理）

長崎県看護協会会長挨拶 副島 都志子
研 修 ⑴「看護連盟と看護協会のちがい」長崎県看護連盟副会長 吉村 津彌子

⑵「働きやすい職場環境を作るために何が必要か」
長崎県看護連盟名誉会長 山口 ミユキ

⑶「青年部について」青年部副部長 金崎 大輔
15：00 ⑷グループワーク「私にできること」

グループワークでの感想
・看護連盟と看護協会の違いについて理解できた。
・看護連盟だよりやアンフィニを読むようにする。
・連盟の活動内容が理解できた。

15：30 発 表 まとめ 長崎県看護連盟名誉会長 山口 ミユキ
16：00 閉 会

13：50 オリエンテーション
14：00 開会 挨拶 長崎県看護連盟会長 金澤 きみ代
14：10 研修

1．グループワーク（今それぞれ職場で問題になっていること）
安全・安心の看護 資質の向上 キャリアアップ 研修制度
労働環境・労働条件・看護制度、社会的評価

2．長崎県看護連盟青年部の活動について
これまでの活動から見えてきたものとこれから 長崎県看護連盟青年部副部長 市田 雅俊

3．グループワーク（看護の諸問題解決のために私たちにできること、やるべきこと）
〈問題点〉・人員不足。 〈やるべきこと〉・政治に興味を持ち、選挙に行く。

・代表を国政に送り、職場環境を
良くしてもらう。
・研修会に参加し学びを周りに伝
える。

・仕事量が多く時間外が多い。
・給与が安い。

4．まとめ 長崎県看護連盟名誉会長 山口 ミユキ
16：00 閉会

吉村 津彌子 副会長

金崎 大輔 青年部副部長
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日 時 平成26年10月5日㈰ 13：30～15：30
場 所 長崎県看護協会（長崎会館）5階研修室
対 象 青年部員 23名

テーマ

プ ロ グ ラ ム

平成26年度 第1回 青年部（育成）研修

「青年部員として活動ができるために」

今後の活動として

看護と政治の関係が理解できるようなキャラバン活動を実施していく。
・講演30分、その後10分程度のグループワーク
・興味がわくような楽しくわかりやすい研修に工夫する

13：30 開会
13：35 講演 「青年部に期待すること」

青年部新設のねらい、経過および意義
長崎県看護連盟会長 金澤 きみ代

14：10 青年部員としての活動
①青年部部長としての思い 小川 正臣
②キャラバン活動紹介 青年部代表

14：40 グループワーク「看護連盟の必要性」
15：00 まとめ
15：20 総評 長崎県看護連盟名誉会長 山口 ミユキ

26年度：路線を引き、役員間の共通理解を深める。
27年度：実践活動。
28年度：評価。
などのアドバイスがありました。

15：30 閉会

参加された各地区の青年部員の皆さん

県 央 県 南 県 北
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小長井
カントリークラブ

レインボーロード

むつみの家
長崎本線

←至 市内

国道207号線

セブン
イレブン

ひでしま
ストア

ひでしま
ストア

エレナ

セブンイレブン

むつみの家
看板

むつみの家
看板

県道243号線

←至 山茶花高原

小長井

長里

湯江

有明海

至 鹿島→
堤
防
道
路

↑
上
り
坂

平成25年4月より、「みさかえの園総合発達医療福祉センター むつみの家」と名称変更し、重度の障害の
方から発達障害の方まで発達期に受けた子どもたちの障害を医療と福祉でライフステージにあわせて支援で
きる総合センターとして新たな夢に向かってスタートをきりました。
入所部門では、長期入所170床、短期入所10床の認可を受け、呼吸器を必要とするような医療ニーズの高
い障害のある方の支援をおこなっています。
児童期には、医療型障害児入所施設として、成人後は療養介護事業所として、多職種の連携で幅広く対応
しています。
在宅部門でも、施設のもつ機能を広く地域に貢献
できるように、障害児等療育支援事業などの各種事
業の受託のほか、児童発達支援センターや相談支援
事業所、居宅介護事業所、一体型共同生活介護事業
所など、法人内の在宅関連事業のバックアップ施設
として総合的な支援体制をつくっています。
チーム医療のもと利用者の安心・安全な生活を支
えます。快適な療養環境を提供するよう努めます。
信頼される施設、開かれた施設を目指します。

第10回 みさかえの園総合発達医療福祉センター
第10回 むつみの家

my病院・施設を紹介してみませんか？
「これが自慢！うちならでは！頑張ってます‼」なんでもOKですよ。
応募方法はこちら → hyk.renmei-nagasaki@shore.ocn.ne.jp または Fax（0957）49－8066

たくさんの応募
お待ちしてまーす。

病棟回診 リハビリテーション

日中活動

行事～家族・ボランティアの方と共に
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長崎県全ての小選挙区に自民党が当選しました！！！
1区

冨岡 勉氏

4区

北村 誠吾氏

3区

谷川 弥一氏

2区

加藤 寛治氏

研修案内

編集
後記

第47回衆議院議員選挙当選おめでとうございます！

あべ俊子さん

中国ブロック比例
木村 弥生さん 北関東ブロック比例

平成27年1月22日㈭ 新入会者研修 ながさき看護センター 13：30～16：00
2月26日㈭ リーダー研修 長崎県看護協会（長崎会館）13：30～15：30
3月14日㈯ たかがい恵美子参議院議員講演会 （時間・場所共 未定）

長崎県看護連盟のホームページが
近日リニューアル予定です。

お詫び
前回の28号で6Ｐの県北地区の報告の中で、「講義」を「抗議」、「連携」を「連駅」と表記してしま
い、改めて訂正してお詫びいたします。

あけましておめでとうございます。
平成26年は衆議院議員選挙で自民党圧勝で
終わり、来年の私達の参議院議員選挙に弾み
がつきました。今年はその充電の年と銘打っ
て連盟だよりの編集を計画しています。
会員の皆様に親しんでいただく連盟だより
を目指し、広報委員一同頑張っていきたいと
思います。
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